
 

 

 

 
 

 
 

 高原  里佳  展 
 

JR 岐阜駅に隣接するアクティブＧ３階ＴＡＫＵＭＩ工房では、平成２０年５月２７日（火）から
６月１２日（木）まで標記企画展をアートスタジオで開催します。 

高原さんは、生地に模様を彫り込み、色土を埋め込んだ象嵌
ぞうがん

技法で作品を制作しています。 

今回は、線と点々でデザインされた器や花器など生活に溶け込む作品となっています。 

身近に楽しめる作品など約50点が展示（販売有り）されますので、ぜひご覧ください。 

 なお会期中、5月 31日（土）、6月 12日（木）の 13：00～、高原さんが会場で作品についてご案
内する予定です。 

※象嵌
ぞうがん

技法とは、素地に文様図柄などを彫り、彫った所に別の土を埋め込んで仕上げる技法。（貝を薄片して漆器、木

地などの面にはめこんで装飾した「螺鈿
ら で ん

」の伝統技法と同種） 

 

１ 期 間   平成２０年５月２７日（火）～６月１２日（木） 

         １０：００～１９：００（最終日は１７：００まで） 

 

２ 場 所   岐阜市橋本町１－１０－１ ＪＲ岐阜駅・アクティブＧ３階 
 アートスタジオ    （入場無料） 

 
３ 主 催   財団法人岐阜県産業経済振興センター 
 
４ 企 画   高原  里佳（たかはら・りか）   愛知県愛知郡長久手町在住    
 
５ 略 歴    1980年  岡山県生まれ 

2005年   愛知県立芸術大学美術研究科終了 

現在    愛知県立芸術大学非常勤講師 

   （活動歴）2002年  第5回国際陶磁器展美濃 入選 

2004年 第3回世界陶磁器展(韓国) 入選 

2006年  第46回日本クラフト展 入賞 

        2007年  第15回テーブルウェアフェスティバル 入賞 

2007年  工芸都市高岡2007クラフトコンペティション 入選 

 

６ 出展によせて（高原  里佳） 
私は周りの自然からヒントを得、磁器という素材、鋳込みという成形方法をとり、日々の生活

やもてなしの場に使っていただける器として表現することを目指しています。 

今回も象嵌技法を駆使し、線と点々を施しました。磁器独特の清々しさとの調和をお楽しみく

ださい。 

このような機会が自分自身の刺激となり、新しい世界を切り開いていけたらと思います。どう

ぞご高覧くださいますようお願い申しあげます。                              

平成 20年５月 23日 県政記者クラブ配布資料 
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